
１　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
上
京
区
は
、
自
然
環
境
と
調
和
し
た
生
活
様
式
な
ど
、
暮
ら
し
の

中
に
息
づ
く
多
彩
な
文
化
や
、学
区
に
代
表
さ
れ
る
強
固
な
地
域
の
絆
で
育
ま
れ
て
き
た
、

し
な
や
か
な
復
元
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
に
よ
っ
て
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
発
展

し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
人
口
減
少
の
本
格
化
や
地
球
温
暖
化
の
加
速
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
産
業
構
造

の
転
換
、
厳
し
い
京
都
市
財
政
、
更
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
対
峙
す
る
中
、
新
た
な
挑
戦
と
改
革
の
契
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
上
京
区
民
は
、
上
京
区
の
誇
る
文
化
と
絆
を
基
に
、
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・

障
害
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
区
民
が
主
人
公
と
な
っ
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
な
上
京
区
の
未
来
の
創
造
に
向
け
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

上
京
新
時
代
～

文
化
と
絆
で
未
来
を
創
る
！

第
３
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
４
つ
の
将
来
像

上京区の現状，
世の中の潮流を踏まえ，
わたしたちはどのような
上京区を目指すべきか？
基本計画の理念を
見てみましょう！
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第３章　まちづくりの基本理念と４つの将来像

第
3
章

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
目
指
す
べ
き
上
京
の
姿
を 

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」 

「
安
心
安
全
」 「
ま
ち
の
活
力
」 「
は
ぐ
く
み
・
継
承
」 

の
現
状
と
課
題
に
従
っ
て
、
４
つ
の

将
来
像
で
表
わ
し
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
４
年
度
に
は
文
化
庁
が
区
内
に
移
転
し
て

く
る
と
い
う
エ
ポ
ッ
ク
を
迎
え
る
上
京
は
、
令
和
元
年
の
上
京
区
１
４
０
周
年
を
機
に
、

一
層
強
め
ら
れ
た
従
来
の
担
い
手
に
加
え
、
新
た
に
広
げ
ら
れ
た
多
様
な
主
体
と
の
絆
を

中
心
に
、
み
ん
な
が
自
分
ご
と
と
し
て
、
上
京
の
未
来
を
力
強
く
創
造
し
ま
す
。

２　

４
つ
の
将
来
像

ま
ち
づ
く
り
の
視
点

2
将来像

安心
安全から見た

3
将来像

1
将来像

ライ
フスタ
イルから見た

3
将来像

まち
の活力から見た

3
将来像

4
将来像

はぐ
くみ
・継承から見た

幸
せ
を
分
か
ち
合
う
ま
ち

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
き
、

希
望
の
持
て
る
ま
ち

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

ライフスタイル
環境，生活を楽しむ，

多様性（ダイバーシティ）多文化共生 等

はぐくみ・継承
子ども，高齢者，

居場所・つながりづくり 等

安心安全
防犯，防災・減災，
交通安全 等

まちの活力
産業，観光，商業，

生業づくり，職住一体 等

■皆が担い手
■誰一人取り残さない
■共汗・協働

地域力
区民と行政による一体の取組

歴史・文化力
歴史文化の厚み，奥行き，先人の知恵
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